
 

 

 

 

 

 梅雨のジメジメとした気候が続き、肌寒い日があったと思ったら、急に 

暑くなる日もあり体調を崩しやすい時季ですね。６月の中頃から夏風邪を 

ひいてしまった児童も多くみられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康な未来のために 続けよう 歯の健康づくり 

＜小高区 4小学校の歯科保健の取組＞ 

６月１２日（水）保健給食委員会児童による 歯に関する紙しばいの読み聞かせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

小高区４小学校 

No.４ 

２０１９.７.１ 
 

７月の保健目標 

夏を健康に 

過ごそう 

 

食べ物を食べてから歯をみ

がかないでいると、このお話

の主人公のように、むし歯が

ひどくなってしまうので、こ

れから頑張ってみがいてく

ださい。 

（保健給食委員会からの 

一言より） 



６月１４日（金）歯科保健指導 

 学級活動の時間に、養護教諭が学年ごとのテーマに沿って、歯科保健指導を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月２１日（金）歯科検診 

数字で見る 小高区４小学校の歯の実態～歯科検診結果より～ 

                               

 

３年「歯の形に合わせたみがき方」 

４年「自分の歯に合った歯みがき

を工夫しよう」 

切歯、犬歯、臼歯の形に合った歯

ブラシの使い方、さらに４年生は

自分の歯並びに合わせた歯の汚れ

の落とし方を考えました。 

５年「歯肉炎を予防しよう」 

６年「歯肉炎の予防」 

デンタルフロスも使って、歯ブ

ラシでは取りきれない歯垢を除

去し、歯を失う最大の原因であ

る歯肉炎の予防について考えま

した。 

１年「子どものは おとなのは」 

２年「目指せ歯みがき名人！」 

１・２年生ともに、生えてきた

ばかりで歯ブラシがとどきにく

い６歳臼歯（第一大臼歯）をむ

し歯にしないための、上手なみ

がき方を学びました。 

 資料に示したように歯科検診の結果、小高区４小学校のう歯（むし歯）のり患率（未処置歯保

有者、処置歯保有者計）は８３．９％でした。この数字は全国や福島県、南相馬市と比較しても

多いことが分かるかと思います。このうち、治療が必要な歯がある児童の割合は６９．６％でし

た。先日、「歯と口の健康診断結果と受診のおすすめ」を配付致しましたので、う歯や歯列・咬合、

歯垢などで治療が必要な方は早期に受診されるようおすすめ致します。 

 また、歯垢の付着がみられた児童の割合は５１．８％でした。学校歯科医の沖田先生からは、

「全体的に歯みがきはよくできていると思いますが、その中でもきれいにみがけている児童とみ

がき残しがある児童の差を感じます。」と所見をいただきました。 

前歯は歯ブラシを

縦に使ってみがく 

古い歯垢と新しい歯垢の

２色に染まる染め出しを

やってみたよ。 


